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lMa-6　　　 ブ リ→ 剤 の 毛 髪 に 対 す る 影 響

○ 田 中雅 子、 杉 原利 治( 岐 阜 大)

【目的】現在、多 くのブ リーチ剤力啼 販さ れてお り、使用す る機 会は 増えてい る。しかし漂 白効果以夕似)毛

髪への作用は明らかではない。また毛髪 に対し、直 妾漂 白剤 を作用させて メラニ ン色素 の分 弊を行う ため、

毛髪 への影響 は大きい と考えら れる。 そこで、 各種市販ブリーチ剤 を用い、 メラニン色素の分解 と毛 髪ケ

ラチ ンへの影響を研究し た。

【方法】４タ イプ のブリーチ剤 ９種類を用い、30 °Cに設定 したインキュベーター内で毛髪 の脱 色分解 を行っ

た。Ｕ Ｖ( 反射法) で毛髪中のメ ラニ ン色素の変^巳を分析し、AFM 、Ｆ Ｔ－:[Ｒ、ESCA により毛 髪

の表面分析 を行っ た。

【結果】ブリーヂ剤 の種 頃や 脱色 持間によ り、毛髪 中のメ ラニ ン色素の脱色分 弊に差が生じた。メ ラニン色

素の分解 は 開 始後30 分間急 激に進 み24 時限x. 上続い た また 大 喝 分解 がす すみ

380mn 付近の吸収 は変化しない か少し増加した。FT －IR 、ESCA によ り、毛髪 表面を構 成するケラ

チ ン分子も部分 分解してい ることが分かっ た。特 に、＆s 結 合が開 裂し、 －SO8- に変化することが明ら

かとなった。 また、AFM か らブリーチ剤に より毛髪表面 に大きな 損傷を及ぼすことが明 らかとな った。

以 上ブリーチ剤 は、毛 髪中のメ ラニン色素を分解 するだ けでな く、 ケラチ ン分- の分解をも促 し、 キュー

テ ィクルを損傷さ せることが明らかとなっ た。

lMa-7 ストレートパーマ処理による毛髪の構造変化Ｉ

Ｏ 卯津江賢＊　小川聡＊■藤井一樹＊　金山勝美＊　上甲恭平＊＊

(＊(株)ミルボン，＊＊京都女子大)

目的　近年、美容業界では縮毛矯正プロセスとして毛髪を還元後、熱アイロン処理する
技術が注目されている。縮毛矯正毛髪は還元、熱処理及び酸化の３段階処理によって得
られる。還元系にチオグリコール酸(ＴＧＡ)とジチオジグリコール酸(ＤＴＤＧ)を含む２成
分系を用い、シスチン(ＣｙS)含量を異にする毛髪を対象にして研究を行い、各処理過程
で起こる反応機構を明らかにすることを目的とする。
方法　長さ17 cm (0.5  g)の毛束を還元溶液(30 ml)で45 ℃、15 分処理し、35 ℃i 分間
水洗後、過剰の水をタオルで除去した。熱アイロン処理はi8o ℃、3 秒間ステンレス製
加熱板に挟み圧縮を３ 回繰り返した後、7 ％臭素酸ソーダ溶液で35 ℃、1 分間酸化処
理して、矯正毛髪を得た。アミノ酸分析は日立自動アミノ酸分析計Ｌ-8800 で常法によ
り行った。
結果　成分濃度の異なる種々の還元系で還元を行って得られた矯正毛髪のアミノ酸分
析結果から、l/2CyS 及びシステイン酸(CySOsH) 含量は変化するが、その他のアミノ酸
の含量は殆ど変化しなかった。処理により減少したl/2CyS は、生成されたCySOsH の
量と全く同じであった。また、リジン残基の量が変化しないことから新しいリジノアラ
ニン架橋は生成されていないことがわかった。反応機構の解析から、熱処理過程では繊
維内部に残存しているＴＧＡが､還元処理過程で生成された混合ジスルフィドを還元し。
システイン(ＣｙSH) を生成し、さらにCySH は酸化されてCyS 架橋を形成することが
わかった。また、CyS 含量の高い毛髪に対して、２成分重量％濃度比[ＤＴＤＧ]/[TGA] 2/9
の還元系が最適であることも明らかにされた。
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